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今
回
、
実
際
に
広
島
ま
で
行
き
、
こ
こ
に
原
爆
が
落
ち
た
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
、
自
分
が
今
ま
で
そ
の
事
実
を
『
本
当
は
そ
ん
な
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
は
』
と
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
こ
と
に
も
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
本
当
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
だ
と
、

自
分
の
全
て
で
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

他
に
も
、
現
地
を
訪
れ
て
新
た
に
知
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
物
言
わ
ぬ
語
り
手
の
存
在
で
す
。
原
爆
ド
ー
ム
は
あ
ま
り
に
も
有
名

で
す
が
、
今
回
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
『
ア
オ
ギ
リ
』
と
い
う
木
で

す
。
こ
の
木
は
、
あ
の
時
爆
心
地
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
場
所
で
被
爆
し
、

一
時
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
一
枚
の
葉
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
被
爆
し
た
方
向
の
幹
に
は
閃
光
の
痕
が
残
っ
た
ま
ま
で
す
が
、
そ

の
後
生
き
返
っ
た
か
の
よ
う
に
葉
や
実
を
次
々
と
つ
け
、
今
も
元
気
に

記
念
公
園
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
和
公
園
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
講
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
渡
さ
ん
。
お
二
人
は
僕
た
ち
に
必
死
に
語
り
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
私
た
ち
の
次
は
、
あ
な
た
方
に
原

爆
や
戦
争
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
今
回
実
際
に
広
島
に
行
っ
て
そ
の
現
実
を
知
っ
た
僕
た
ち

が
、
今
度
は
語
り
手
と
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。

      被爆体験者の方のお話をお聞きして
　２日目に、実際に被爆された佐渡郁子さんにお話をう
かがいました。すべて焼けてしまい、食べるものもない。
そのために、郁子さんの成長は止まってしまったそうで
す。郁子さんは、原爆が落ち妹を亡くしました。家族を

亡くし、悲しい思いをたくさんした郁子さんが被爆者を代表して望むことは、「戦
争反対、二度とやってはいけない。」それをたくさんの人に伝えてほしいそうです。

〈社中　濱　咲良〉

　佐渡さんは練兵場に避難し、水もなく、薬もなく、食べるものもなく、家族も亡
くしました。今の自分たちの生活と比べてみてください。美味しい食べ物がある、
水が飲める、服が着られる、家がある、家族がいる。普通に生活できることがどれ
だけ大切なことか分かると思います。そんな幸せを、唯一あの地獄を味わった日本
から伝えていきたいと思います。世界の全ての人々が、その幸せを感じ、理解した
とき、本当の平和が訪れるのだと思います。〈下中　濵　太郎〉

オバマ大統領が折った鶴
　今年のこの時期だからこそ見ることができた貴重なものがあ
りました。アメリカのオバマ大統領が折った鶴とメッセージで
す。謝罪の言葉こそなかったものの、丁寧に折られた鶴と核廃
絶への尽力の提言から、少しだけ世界から核がなくなることへの希望を感じること
ができました。折り鶴についての禎子さんのエピソードを聞いてオバマさんが鶴を
折ってくださったのであれば、僕は日本人としてうれしいです。〈下中　山澤　駿〉

下
諏
訪
社
中
　
寺
嶋
　
隼
矢

改
め
て
感
じ
た
こ
と

さくら

たろう

しゅん

し
ゅ
ん
や
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平和への願い　～歴史を未来に～平和への願い　～歴史を未来に～

下諏訪町では、中学生が毎夏、「平和体験学習」として広島に出かけ、終戦記念日に
その報告会を行っています。これは昨年の報告（一部）です。

　私たち８名は、７月30日、31日に広島への平和体
験学習に行ってきました。一人ひとりがこの研修に
臨むにあたってのテーマを持ち、また、小沢教育長
先生からは、「それぞれのテーマの解決」「中学・
町民の代表としての自覚」「感じてきた思いの伝
達」「両中学校の親睦を図る」という４つの課題を
いただいて研修に臨みました。〈社中　長﨑　瑛〉

平和記念公園にて
　平和記念公園の中心には原爆死没者慰霊碑があります。屋根は「犠
牲者の霊を雨露から守りたい」という気持ちからこの形になり、中
央には「安らかに眠って下さい。過ちは繰り返しませぬから」と刻
まれた石室があります。この石室には、国内外を問わず、原爆によ
って亡くなった方々の名前を記帳した原爆死没者名簿が収められて
います。慰霊碑、平和の灯、原爆ドームが一直線になっています。
それぞれを見学して、私は絶対に戦争というものをしてはいけない
と心に誓うことができました。〈下中　井口　真甫〉

　「原爆の子の像」も見てきました。像のモデルになっ
たのは、佐々木禎子さんという一人の少女です。彼女は
２歳の時に被爆。とても元気な女の子でしたが、ある日、
白血病によって倒れ入院生活を余儀なくされました。そ
んな中、折り鶴を千羽折れば病気が治ると信じ、折り鶴
を折り続けましたが、その願いは叶うことなく、禎子さ
んはこの世を去りました。そんな彼女の話を聞いた広島
の小中学生が中心となって募金活動をして建てられたの
が、原爆の子の像なのです。各学校で作った千羽鶴をこ
こにしっかりと奉納してきました。たくさんのきれいな
鶴があり、日本全国の人々が平和を訴えているように思えました。〈社中　中村　茉莉〉

　原爆が落ちる前の広島市はとてもにぎやかでした。特に原爆ドー
ムは広島県産業奨励館といって、館内では広島の名産が売られてい
たり、ホールがあったりして、当時は珍しいおしゃれでハイカラで
モダンな建物でした。だから市民の憩いの場として大勢の人達でに
ぎわっていました。それは市民の誇りでもあり、憧れでもありまし
た。しかし、戦争が激しくなると、「戦争中なのに贅沢だ」などと
言われて事務所に変わってしまいました。戦争はみんなの憩いの場
もなくなってしまうので、とてもつらいと思いました。

〈下中　中村　真子〉

あきら

ま  ほ

ま  り

ま  こ
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太
平
洋
戦
争
体
験
者
の
思
い
を
語
り
継
ぐ

　

今
日
の
日
本
は
平
和
で
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
世
界
で
は
テ
ロ
や

様
々
の
紛
争
、
人
種
差
別
等
が
や
む

こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
太
平
洋

戦
争
終
戦
か
ら
早
七
十
二
年
を
迎
え

戦
争
の
記
憶
と
い
う
も
の
が
社
会
か

ら
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
戦
後
の
世

代
の
人
々
に
と
っ
て
、
学
校
の
授
業

で
歴
史
的
な
経
緯
な
ど
を
教
え
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
否
応
な
く
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
、
充
分
な
食
糧
も

な
い
中
を
生
き
抜
い
た
体
験
者
の

方
々
に
よ
る
直
接
の
話
を
聞
い
て
学

ぶ
機
会
は
少
な
い
の
が
現
状
だ
と
思

い
ま
す
。

　

例
年
私
の
坊
で
東
山
田
高
齢
者
ク

ラ
ブ
物
故
者
慰
霊
法
要
が
営
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
十
七
年
ほ
ど
前
、
法
要

後
の
お
齋
の
席
で
、
出
席
者
自
ら
の

戦
争
体
験
の
話
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
社
会
が
一
昔
前
の
大
家
族
の
時

代
か
ら
核
家
族
・
少
子
化
の
時
代
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
国
の
内

外
に
お
い
て
太
平
洋
戦
争
を
体
験
さ

れ
た
方
々
が
徐
々
に
減
っ
て
き
て
お

り
、
高
齢
者
の
中
に
は
元
気
な
う
ち

に
戦
争
の
体
験
や
記
憶
を
次
の
世
代

に
語
り
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
機
会
も
場
所
も

な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
を
知
ら
な
い
、
戦
後

に
生
ま
れ
た
親
世
代
が
増
え
る
中
、

次
世
代
を
担
う
子
や
孫
に
戦
争
の
悲

惨
さ
、
命
の
大
切
さ
、
平
和
の
あ
り

が
た
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
訴
え
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し

体
験
者
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
世
の

中
は
そ
の
こ
と
に
著
し
く
関
心
が
な

く
な
り
、
風
化
が
進
ん
で
い
る
や
に

思
う
昨
今
で
す
。

　

私
は
そ
の
よ
う
な
体
験
者
の
思
い

を
受
け
、
東
山
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
・

下
諏
訪
町
佛
教
会
後
援
に
よ
り
、
年

一
回
八
月
に
太
平
洋
戦
争
体
験
者
の

お
話
を
聞
く
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

以
来
今
年
で
第
十
五
回
目
の
太
平

東
山
田
　
法
泉
寺
　
　
笠
島
　
信
明

体験者の話 「長野日報社」提供

洋
戦
争
体
験
者
の
お
話

を
聞
く
会
を
開
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
開
催

当
初
は
東
山
田
に
も
話

を
す
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
年
々
体
験
者

の
方
々
の
高
齢
化
が
進

み
、
今
で
は
話
せ
る
方

が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
東
山
田
か

ら
下
諏
訪
町
内
、
岡
谷

市
、
諏
訪
市
、
茅
野
市
、

富
士
見
町
等
地
域
を
広

げ
て
話
を
し
て
く
だ
さ

る
方
を
探
し
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
回
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
①
農
兵
隊

に
つ
い
て　

②
甲
府
大
空
襲
の
こ
と

　

③
諏
訪
鉄
山
と
捕
虜　

④
予
科
練

の
思
い
出　

⑤
最
後
の
招
集
者　

⑥

九
死
に
一
生
、
満
州
か
ら
の
逃
避
行

　

⑦
中
央
ア
ジ
ア
で
の
抑
留
生
活　

⑧
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
（
捕
虜
か
ら

観
た
ロ
シ
ア
人
）　

⑨
険
し
か
っ
た

祖
国
へ
の
旅
路
（
敗
戦
を
北
満
州
の

開
拓
地
で
迎
え
て
）　

⑩
諏
訪
鉄
山

平和への願い　～歴史を未来に～平和への願い　～歴史を未来に～

ぶ
っ
こ
し
ゃ

と
き
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体験者の話 「長野日報社」提供

平和への願い　～歴史を未来に～平和への願い　～歴史を未来に～
と
学
徒
動
員
に
つ
い
て　

⑪
戦
争
中

の
軍
国
少
年
の
生
い
立
ち　

⑫
戦
時

下
の
満
州
炭
坑
教
習
所
に
つ
い
て　

⑬
平
和
へ
の
熱
い
想
い　

⑭
満
州
シ

ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出　

⑮
海
軍
少

年
電
信
兵
当
時
を
振
り
返
る　

⑯
ソ

連
軍
侵
攻
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い

て　

⑰
日
本
の
戦
争
（
戦
争
の
中
の

青
春
）
⑱
少
年
時
代
の
戦
争
体
験

（
南
方
パ
ラ
オ
島
に
て
）　

⑲
戦
争

末
期
の
米
軍
Ｂ
２
９
爆
撃
機
初
の
日

本
本
土
で
の
墜
落
に
つ
い
て
等
、
そ

の
多
く
が
涙
な
し
に
は
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
男
性
、

生
死
を
か
け
て
満
州
か
ら
逃
避
さ
れ

た
女
性
の
話
な
ど
、
体
験
者
か
ら
直

接
聞
く
話
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い

も
の
で
す
。
戦
争
当
時
の
軍
靴
（
軍

用
の
革
靴
）
や
衣
服
・
ベ
ル
ト
・
飯
盒
、

赤
紙
（
召
集
令
状) 　

等
、
個
人
的

な
保
管
品
を
見
せ
て
く
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
東
ア
ジ
ア
の
特

に
朝
鮮
半
島
を
取
り
巻
く

政
治
情
勢
は
、
混
沌
か
つ

誠
に
不
安
定
で
あ
り
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
い
た
ず

ら
に
不
安
を
掻
き
立
て
ら

れ
る
状
況
で
す
。
あ
る
体

験
者
の
方
は
、
太
平
洋
戦

争
開
戦
前
夜
の
状
況
の
よ

う
で
あ
る
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

先
の
戦
争
に
よ
り
、
国

の
宝
と
も
言
う
べ
き
将
来

あ
る
多
く
の
若
者
が
戦
場

に
送
ら
れ
戦
死
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
場
と
な
っ
た
多

く
の
国
の
人
々
、
と
り
わ

け
弱
者
と
も
い
う
べ
き
数
知
れ
な
い

多
く
の
女
性
や
子
ど
も
た
ち
が
戦
火

の
中
に
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

体
験
者
の
方
々
は
、
皆
同
様
に
、

戦
争
は
し
て
は
な
ら
な
い
、
命
は
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
平
和

を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
思

う
と
き
、
私
た
ち
は
自
ら
の
子
や
孫

の
世
代
に
武
器
を
取
ら
せ
、
再
び
戦

場
に
送
り
出
す
こ
と
だ
け
は
決
し
て

許
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
国
と

国
と
の
対
立
に
お
い
て
、
戦
争
の
力

と
力
の
対
決
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
話
し
合
い
・
対
話
に
よ
っ
て
解
決

し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

太
平
洋
戦
争
体
験
者
の
方
々
の
直

接
の
話
が
聞
け
な
く
な
る
時
が
目
前

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
、
以
前
北
小
学
校
で
依
頼

を
受
け
、
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
将
来
的
に
次
世
代
に
繋
げ

る
べ
く
、
命
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
る
「
語
り
部
」
と
し
て
活
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　「夏期巡回　ラジオ体操・みんなの体操会」が下諏訪町にやってきます！
　当日は、ＮＨＫラジオ第1で公開生放送されます。みんなでいっしょにラジオ体操を！
主催　株式会社かんぽ生命保険、ＮＨＫ、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟
共催　下諏訪町、下諏訪町教育委員会
日時　平成29年８月２日（水）
　　　　当日のスケジュール
　　　　５：30　開場、５：50　集合
　　　　６：30～６：40　ＮＨＫラジオで公開生放送
会場　下諏訪総合運動場（野球場）
　　　　雨天時　下諏訪体育館（室内履き、下足用の袋を持参してください）

ぐ
ん
か

あ
か
が
み

は
ん
ご
う

か



生涯学習 2017.8   18

　私たちの絵手紙教室弥生会は、真野先生の絵手紙作品を見て、
描いてみたいという有志が集まり、平成12年３月に発足しました。
以来17年余り、お教室を下諏訪文化センターに設け、毎月１回、
第２金曜日に会を開いています。
　私は、はがきの大きさに絵を一枚描くことは簡単だと思い入会
しました。しかし、草花が咲いている時期に描くとか、花の大きさや、花の数とか、色の出し
方とか、何でも描けば良いというわけではないことがわかりました。

　絵の基本や常識について勉強しています。最近は
小さな布（ハンカチ）やうちわに描くことも勉強し
ています。
　主婦業なので、教室に出られないこともあります
が、楽しく絵手紙を描き、下諏訪総合文化祭に出品
したいと思っています。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　絵手紙教室弥生会　

代表　芳沢　喜代子

　私たち、下諏訪弥生水墨画会は、真野玉淳先生の水墨画に憧れ、水墨画を描いてみたいとい
う有志が集まり、平成19年３月、真野先生を講師にお願いして教室を開いていただくことに
なりました。初心者ばかりなので、当初は水墨画の道具の使い方や目的、そして運筆の初歩か
ら学び、その中で墨の濃淡や水墨画用紙についても詳しく学んできました。
　紙によって作品の表現が違ってくることも勉強してきました。教室は、月一回（土曜日）総
合文化センターで開き、その月のテーマにより先生の描いていただいた題材を中心に勉強して
います。山水画（蓼科山、八ヶ岳等）、花鳥画、人物画などがあります。水墨画は、基本とな

る運筆や墨の濃淡が理解できていないと、思うように描くこと
ができないので、いつも基本に戻って勉強しています。そして
一生懸命に描いた作品を、毎年開かれている、町の総合文化祭
に出展するとともに、他の展示会にも出展しています。現在会
員は高齢者がほとんどですが、水墨画を描いてみたいと思われ
ている方は、いつでも入会を歓迎しております。

下諏訪弥生水墨画会　代表　今井　康

楽しく絵手紙を描いていきたい

絵手紙教室弥生会

下諏訪弥生水墨画会

展示会に出品する作品を目指して

サークルの紹介サークルの紹介
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八
月
、
昨
年
は
「
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
」
と
い
う
ボ
ー
ト
の
大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し

て
諏
訪
湖
艇
友
会
と
い
う
チ
ー
ム
で
、
練
習
を
繰

り
返
し
て
い
た
月
で
し
た
。
私
は
コ
ッ
ク
ス(

舵
手)

と
し
て
の
ク
ル
ー
参
加
で
し
た
が
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
い
か
ず
、
練
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
苦
戦

す
る
時
間
が
長
く
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
ん

と
か
ギ
リ
ギ
リ
で
コ
ツ
を
つ
か
み
、
埼
玉
県
戸
田

市
で
の
大
会
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
レ
ー
ス
の
時
間
に
な
り
、
ス

タ
ー
ト
位
置
に
つ
き
ま
し
た
。
ア
テ
ン
シ
ョ

ン
・
・
・
ゴ
ー
の
合
図
と
同
時
に
各
艇
が
ス
タ
ー

ト
。
舵
を
取
る
の
に
必
死
で
ク
ル
ー
へ
の
声
が
け

が
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
予
選
を
勝
ち

抜
き
ま
し
た
。

　

続
く
準
決
勝
も
突
破
し
、
い
よ
い
よ
決
勝
戦
。

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
中
、
ク
ル
ー
全
員
で

円
陣
を
組
ん
で
団
結
し
、
レ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
の
最
中
は
監
督
は
じ
め
下
諏
訪
の
ク
ル

ー
の
応
援
が
本
当
に
良
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
私
に

で
き
る
こ
と
は
、
声
を
出
す
こ
と
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
声
を
出
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
優
勝
！
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
く
ら
い
の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

は
本
当
に
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
、
も
ら
っ
た
メ
ダ
ル
は

私
の
宝
物
で
す
。

（
武
田　

一
真
）

八
月
の
こ
え

教育委員会からのおしらせ教育委員会からのおしらせ

演　題：「28丙申年御柱祭をふりかえる～次世代につなぐために～」
講　師：伊藤　文夫（長野県地理学会　理事）
日　時：８月20日（日）　午後１時30分～午後３時00分
会　場：文化センター２階　集会室　※当日受付可（受講料100円）

期　日：８月７日（月）～８月18日（金）
会　場：下諏訪総合文化センター１階　展示コーナー
内　容：写真展示

町民大学　　下諏訪を学ぶ ③

　平成28年は諏訪地方が御柱年で大いににぎわった一年でした。反面、少子高齢化が進む中で、各地
の御柱で新たな問題点も生まれてきています。昨年地区の総代として御柱祭に関わった経験と、大社と
小宮の御柱、さらには諏訪以外の御柱を見てくる中で、次世代につないでいくためには、諏訪の氏子た
ちがどのように御柱の伝統を継承していったらよいか、を考えあえればと思います。（講師コメント）

公民館特別事業 「みんなの願いはひとつ」

町民総合文化祭 参加団体募集
参加申込用紙は文化センター内公民館窓口にあります。　☆新規参加団体歓迎

〈 お問い合わせ・申込先 〉下諏訪町公民館　☎28－0002

開 催 日 申 込 締 切 対 象 者

作品展

芸能祭

音楽祭

９月29日（金）
　～10月１日（日）
10月１日（日）

８月25日（金）

９月１日（金）10月15日（日）

町民および町内の
各種団体・学校
※作品展は個人も対象となりま
　すので、ご相談ください。

特別展 ～いっしょに考えてみませんか～

お問い合わせ　下諏訪町公民館　☎28-0002


